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[ 実践トピックス ]

浪江町立浪江中学校
[ ホットニュース ]
空手道、目指せオリンピック！
[ シリーズ Crystal Vision...]
海上自衛隊 三宅由佳莉氏

あゆみ

被災から３年。文化祭で形を発表！

浪江中の空手道
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トップコラム
−桃栗三年　時は今　扉が開く−

実践トピックス
浪江町立浪江中学校（福島県）

空手道とは？
 審判をしてみよう

ホットニュース
空手道、目指せオリンピック！

Crystal Vision...
海上自衛隊 三宅由佳莉氏

ニュース・フラッシュ
平成 26 年度 中学校武道指導法研究事業

特別企画
 「団体形授業の効用について」

INFORMATION
平成 26 年度 空手道授業実施中学校一覧
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中学校授業のための
新しい空手道情報誌

あ ゆ み  vol.11
2015 年 1 月号

●　●　●

〈発行〉
公益財団法人 全日本空手道連盟

　〒 135-8538
　東京都江東区辰巳 1-1-20 

　日本空手道会館
　TEL：03-5534-1951
　FAX：03-5534-1952

〈編集スタッフ〉
喜島智香子
島田博江
三村由紀

〈スタッフアドバイザー〉
（公財）全日本空手道連盟事務局長

日下修次

〈編集制作〉
株式会社チャンプ

〒 166-0003
東京都杉並区高円寺南 4-19-3

総和第二ビル２階
TEL：03-3315-5051
FAX：03-3315-1831

ContentsStaff福島県　浪江町立

浪江中学校
２年生

003 AYUMI  vol.11 002AYUMI  vol.11

浪江中学校の実践
原発事故のため移転。でも、空手道ならできる！
　少人数教育の強みを引き出すきっかけに。

　
「
桃
栗
三
年
柿
八
年
」
と
は
、
植

物
の
種
を
植
え
て
か
ら
実
を
結
ぶ
ま

で
の
期
間
を
さ
す
言
葉
で
す
が
、
別

の
言
い
方
で
は
、「
桃
栗
三
年
柿
八

年　

柚
は
九
年
で
な
り
さ
が
る　

梨

の
バ
カ
め
は
十
八
年
（
あ
る
い
は
梅

は
酸
い
と
て
十
三
年
）　

り
ん
ご
は

ニ
コ
ニ
コ
十
五
年
」
と
も
囃
し
立
て

ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
の
真
意
は
、
植
物
を

育
て
上
げ
る
に
は
知
識
に
加
え
て
、

努
力
や
忍
耐
が
大
切
で
あ
る
と
説
い

て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
短
慮
へ
の

戒
め
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
人
を
育
成
す
る
指

導
者
に
も
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
指
導

の
成
果
を
出
す
に
は
一
定
の
時
間
が

か
か
る
も
の
で
、努
力
と
忍
耐
の「
積

み
重
ね
」
が
必
要
で
す
。

　

さ
て
、
現
在
空
手
道
は
２
０
２
０

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京
大
会
で
の
正
式
種
目
採

用
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
か

け
を
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
５
年
、

２
０
０
９
年
、
２
０
１
３
年
の
三

回
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
行
き

ー桃栗三年　時は今　扉が開くー

トップコラム

ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
最
終
投
票
で

涙
を
呑
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

地
が
東
京
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
開

催
地
枠
と
し
て
空
手
道
が
採
用
さ
れ

る
可
能
性
が
出
て
き
た
の
で
す
。

　

全
世
界
の
空
手
道
愛
好
者
の
夢
を

の
せ
て
機
は
熟
し
、
本
連
盟
・
笹
川

堯
会
長
を
筆
頭
に
、
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
駆
使
し
て
運
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
長
年
の
努
力
と
忍
耐
が

実
を
結
び
、
五
輪
の
扉
が
開
こ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
め
ぐ
る
活
動
に

つ
い
て
は
本
誌
８
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め

ま
し
た
。
全
国
中
学
校
教
育
に
お
い

て
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
空
手
道

が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
と
し
て
、

日
本
中
、
い
や
世
界
中
に
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

本
年
を
空
手
道
の
「
五
輪
元
年
」

と
し
た
い
も
の
で
す
。

公
益
財
団
法
人  

全
日
本
空
手
道
連
盟

専
務
理
事　

有
竹
隆
佐

福
島
県
の
浪な

み
え江
中
学
校
は
、
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影

響
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
少

人
数
、
廃
校
に
な
っ
た
針
道
小
学
校
で
の
授

業
、
そ
こ
で
「
空
手
道
」
の
教
育
的
効
果
が

発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
．
浪
江
中
学
校
の
概
要

　

１
９
７
０
年
創
立
の
浪
江
中
学
校
（
濱
名

新
一
校
長
）
は
福
島
県
双
葉
郡
浪
江
町
に
あ

り
、
４
０
０
名
ほ
ど
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い

ま
し
た
。
浪
江
町
は
伝
統
の
あ
る
寺
社
や
漁

場
を
持
ち
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
た
「
な
み
え
焼
き
そ
ば
」
や
、
テ
レ
ビ

番
組
の
企
画
の
舞
台
と
な
っ
た
「
Ｄダ

ッ

シ

ュ

Ａ
Ｓ
Ｈ

村
」
な
ど
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
東
日

本
大
震
災
が
発
生
、
地
震
と
津
波
で
１
８
２

名
の
町
民
が
亡
く
な
り
（
行
方
不
明
者
33
名

が
含
ま
れ
る
）、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
り
、
全
町
民
が
町
外
避
難
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
浪
江
中
学
校
の
生
徒

た
ち
も
多
数
が
転
校
し
、
平
成
26
年
度
の
全

校
生
徒
数
は
29
名
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
な
ぜ
、
空
手
道
を
採
用
し
た
の
か
？

　

被
災
か
ら
約
５
ヶ
月
後
、
浪
江
町
か
ら
約

60
㎞
離
れ
た
福
島
県
二
本
松
市
で
、
廃
校
と

な
っ
て
い
た
針は
り

道み
ち

小
学
校
の
校
舎
を
借
り
、

浪
江
中
学
校
は
授
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
元

の
学
校
に
は
武
道
場
が
あ
り
、
保
健
体
育
科

の
山
田
久
吉
先
生
（
教
務
主
任
）
が
柔
道
経

験
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
道
授
業
で
は
柔

道
を
実
施
し
て
い
た
も
の
の
、
小
学
校
の
体

育
館
は
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
コ
ー
ト

が
１
面
と
れ
る
く
ら
い
の
面
積
で
、
畳
も
な

く
、
支
援
物
資
の
柔
道
着
こ
そ
あ
っ
た
も
の

の
、
少
人
数
で
充
実
し
た
武
道
授
業
を
実
現

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
悩
ん
で
い

た
と
き
、『
あ
ゆ
み
』
が
届
き
ま
し
た
。

　
「
空
手
道
の
授
業
は
安
全
で
ケ
ガ
が
な
い
、

接
触
も
な
い
。
場
所
も
選
ば
な
い
し
、
費
用

も
か
か
ら
な
い
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
震
災
後
ど
こ
と
な
く
閉
塞
感
を
感
じ
て

い
た
な
か
『
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た

い
』と
い
う
思
い
で
空
手
道
を
選
び
ま
し
た
」

（
山
田
先
生
）

　

山
田
先
生
は
２
０
１
３
年
８
月
、
校
長
先

生
の
許
可
を
得
て
全
日
本
空
手
道
連
盟
主
催

の
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会
（
東
京
）
に

初
参
加
し
ま
し
た
。
基
本
動
作
や
中
学
生
を

対
象
と
し
た
指
導
法
を
講
習
し
、
早
く
も
同

年
秋
に
浪
江
中
学
校
で
試
験
的
に
空
手
道
の

授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
10
月
の
文
化
祭

「
秋こ
す

桜も
す

祭
」
で
は
形
の
集
団
発
表
を
し
、
保

護
者
や
教
職
員
に
披
露
し
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
段
階
的
に
空
手
道
を
導
入
・
紹

介
し
た
こ
と
も
あ
り
、
学
校
や
保
護
者
の
理

解
を
得
て
、
本
年
度
は
２
年
生
で
全
10
時
間

の
空
手
道
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

［実践トピックス］
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11月、地域の行事「復興なみえ町 十日市祭」で空手道を披露した浪江中学校２年生。浪江中学校の全校生徒。おそろいのハッピでよさこいを踊った。

山田先生が活用している空手道授業の教材（左
側）。全空連ホームページから入手できます。 浪江中学校は、旧針道小学校に移転している。秋桜祭でのポスター発表。

空手道の発表を見た保護者から大きな拍手が！ 秋桜祭にて、１年生による琴の演奏。
右から、全空連の日下修次事務局長、浪江中学校の山田先生、
濱名校長、中空連・竹中達哉氏、福島県連・松原光氏。

体育館の出口には…。

吉田あゆみさん
「空手道はかっこいいと思い
ました。技に迫力があって、
気持ちの強さが得られるから
です。基本形では 270 度回
るところが好きです」

「キビキビした動きが良いし、
大きな声を出すこと、中段突
きを思い切り出すところが好
きです。知らないことを覚え
るのが楽しかったです」

「基本形で 270 度回るところ
が上手くできなくて、授業以
外に練習したり、友達に教え
てもらったりしました。下段
払いがかっこよくて好きです」

「技では上段受けが好きです。
発表では『まちがえずにやる
ぞ！』と思って取り組みまし
た。まあまあ良くできたかな
と思います」

「もともと武道はかっこいい
と思っていました。秋桜祭の
発表では、かけ声をかけると
ころがあったので、ちゃんと
言えるように頑張りました」

「基本形や礼儀を覚えるのが
難しかったけれど、やってみ
るとかっこよかったです。発
表では、号令をかける係だっ
たのでドキドキしました」

「形が終わっても少し目線を
残してから戻る『残心』が印
象に残っています。あと、拳
を出した時の音が良いので中
段突きが好きです」

「空手道は『戦うのかな？』
という印象があったけれど、
実際は美しさを競うので、意
外でした。基本形がきまった
時に達成感があります」

川久保祐哉さん

大江真美子さん

２年生のみなさん、空手道はどうでしたか？

佐藤智也さん

平子　雅さん

紺野大樹さん

植野華蓮さん

松本　龍さん

10
月
18
日
（
土
）
の
平
成
26
年
度
秋
桜
祭
で
、

２
年
生
の
学
年
発
表
と
し
て
空
手
道
を
披
露

し
た
の
で
す
。

３
．
秋
桜
祭　

当
日
の
よ
う
す

　

旧
針
道
小
学
校
に
移
転
し
て
４
度
目
の
秋

桜
祭
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「Revolution

～
呼
び
覚
ま
せ
！
∞（
無
限
大
）
の
力
～
」

で
す
。
Ａ
３
の
画
用
紙
に
一
人
ひ
と
り
が
彩

色
し
た
巨
大
ア
ー
ト
が
飾
ら
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
で
手
作
り
の
動
画
を
放
送
す
る
な

ど
、冒
頭
か
ら
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
護
者
も
70
名
ほ
ど
集
ま
り
ま
し
た
。

　
「
あ
ゆ
み
」
ス
タ
ッ
フ
が
驚
い
た
の
は
、

生
徒
が
少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
が
何
役

も
こ
な
し
、
交
代
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と

で
し
た
。
た
と
え
ば
１
年
生
が
ス
テ
ー
ジ
で

発
表
を
し
て
い
る
間
は
、
２
・
３
年
生
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
操
作
し
た
り
、
照
明
係
や

司
会
、
舞
台
装
置
を
準
備
し
た
り
、
次
の
発

表
の
た
め
に
着
替
え
た
り
と
、全
員
が
「
今
、

や
る
べ
き
こ
と
」
に
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て

行
動
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

学
習
発
表
の
内
容
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で

し
た
。
１
年
生
は
「
ふ
る
さ
と
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
浪
江
町
の
特
色
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
や
、地
域
に
伝
わ
る
民
話
「
歯
型
の
栗
」

を
劇
に
し
て
発
表
し
ま
し
た
。２
年
生
は「
職

場
体
験
の
発
表
」
が
題
材
。
町
役
場
、
地
域

の
商
業
施
設
や
小
学
校
、
診
療
所
で
体
験
し

た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
３
年
生
は
「
ふ

る
さ
と
に
活
か
そ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
復
興

支
援
に
携
わ
る
人
た
ち
と
の
交
流
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
等
、
本
年
度
を
通
し
て
学
習
し
て
き

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

英
語
弁
論
や
人
権
作
文
の
発
表
、
琴
や
ハ

ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
に
続
き
…
…
い
よ
い
よ
、

２
年
生
に
よ
る
空
手
道
の
発
表
の
時
間
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

道
衣
に
着
替
え
た
２
年
生
と
山
田
先
生
が

入
場
し
、
整
列
。
正
面
に
礼
、
お
互
い
に
礼
、

と
少
し
緊
張
し
な
が
ら
も
礼
法
に
の
っ
と
っ

て
姿
勢
を
正
す
姿
を
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん

が
誇
ら
し
そ
う
に
見
守
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
基
本
の
突
き
と
上
段
受
け
を
行
な
い
、
前

屈
立
ち
で
の
移
動
を
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
号
令
に
合
わ
せ
て
「
基
本
形
」

を
披
露
し
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
突
き

が
ビ
シ
リ
と
き
ま
り
、「
直
っ
て
、礼
」
ま
で
、

全
力
で
や
り
抜
き
ま
し
た
。

４
．
校
長
先
生
の
手
ご
た
え

　

濱
名
校
長
は
こ
う
言
い
ま
す
。

　
「
空
手
道
は
安
全
で
、
礼
儀
作
法
、
思
い

や
り
の
心
も
学
べ
る
と
こ
ろ
が
長
所
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
集
団
で
発
表
が
で
き
る
こ

と
か
ら
、
11
月
に
地
域
の
行
事
『
復
興
な
み

え
町　

十
日
市
祭
』
で
２
年
生
が
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
」

　

校
長
先
生
は
赴
任
３
年
目
、
今
年
３
月
を

も
っ
て
定
年
退
職
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
被
災

後
の
浪
江
中
学
校
で
は
、「
ふ
る
さ
と
教
育
」

（
ふ
る
さ
と
を
忘
れ
な
い
教
育
）
を
近
隣
に

先
駆
け
て
実
施
し
、浸
透
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

教
員
生
活
最
後
の
本
年
度
は
、「
こ
こ
ろ
ざ

し
教
育
」
と
銘
打
ち
、
社
会
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
高
め
る
教
育
を
標
ひ
ょ
う

榜ぼ
う

し
て
い
ま

す
。「『
す
み
ま
せ
ん
、
ご
め
ん
な
さ
い
』
を

心
を
込
め
て
言
う
」「
自
分
の
役
割
や
仕
事

に
責
任
を
持
つ
」な
ど
10
か
条
を
掲
げ
た「
こ

地域の祭でも披露！

こ
ろ
ざ
し
教
育
」。「
そ
れ
を
補
強
す
る
意
味

で
も
空
手
道
の
考
え
方
が
合
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」（
校
長
先
生
）

５
．
ま
と
め

　

文
化
祭
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、「
少

人
数
教
育
」の
強
み
で
す
。
少
人
数
ゆ
え
に
、

一
人
何
役
も
こ
な
し
、
生
徒
た
ち
は
「
無
我

夢
中
」
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

ぶ
ん
、
気
配
り
・
目
配
り
、
仕
事
を
す
る
行

動
力
、
仕
事
を
や
り
抜
く
責
任
感
を
身
に
つ

け
て
い
ま
し
た
。

　

町
役
場
へ
の
取
材
や
体
験
学
習
の
報
告
か

ら
は
、
地
域
の
人
々
が
学
校
教
育
に
協
力
し

て
い
る
よ
う
す
が
伝
わ
り
、
密
度
の
高
い
郷

土
教
育
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し

ま
し
た
。

　
「
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
時
や
、
困
難
な

状
況
下
で
は
、『
無
理
だ
』『
で
き
な
い
』
と

や
る
前
か
ら
思
い
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
生
徒
が
前

向
き
に
な
り
、
挑
戦
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
空
手
道
は
、
そ
れ
に
一
役
も
二

役
も
買
っ
て
い
ま
す
。『
大
勢
の
前
で
形
を

発
表
し
た
』
と
い
う
だ
け
で
、
心
の
成
長
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
山
田
先
生
）

　
「
武
道
場
が
な
い
」「
用
具
が
な
い
」「
少

人
数
で
、
男
女
共
習
」
と
い
う
条
件
で
も
、

安
全
に
実
施
で
き
、
高
い
教
育
的
効
果
を
あ

げ
る
の
は
空
手
道
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
そ
こ
に
浪
江
中
学
校
の
ふ
る
さ
と
教

育
・
こ
こ
ろ
ざ
し
教
育
が
加
わ
り
、
個
性
と

心
身
の
能
力
を
伸
ば
す
教
育
に
貢
献
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
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空
手
道
と
は

シ
リ
ー
ズ

「
団
体
形
の
試
合
」
は
、
勝
敗
が
決
ま
る
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
あ
り
、

実
際
の
授
業
で
も
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
チ
ー
ム

で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
、
生
徒
た
ち
で
「
審
判
」
も
行
な
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

第
10
回 

審
判
を
し
て
み
よ
う椅子に座り、赤と青の旗を持ちます。

形の発表を見ている時は、イラストの
ように旗は巻いて膝の上にのせます。

（赤青どちらを表にしても構いません）

「判定」をする時は、右手に赤、左手に
青の旗を持ちます。主審の号令で、良
いと思った方のチームに旗を挙げます。

こちらが
正面

↓

限られた授業時間で効率よく団体形の競技会を行なう
ため、ローテーション方法を紹介します。
例１は、審判員５人と、呼び出し係１人で行なう方法
です。試合が終わったチーム（赤・青チーム３名ずつ）
が審判員または係の席につきます。呼び出し係は、試
合の初めに「赤、○○チーム。青、△△チーム」と大
きな声で呼び出しましょう。
１チームが３人の場合の例です。状況に応じてアレン
ジしてください。

例２は、審判員が７人のパターンです。ただし、主審
には必ず先生が入ります。
自分の試合が終わったら、次にチーム全員が審判員を
やります。生徒全員が審判員を経験できるのと、旗が
７本になるため、勝敗の内容にバリエーションが増え
ます（大勝だったり、接戦だったり……）。

「ローテーション」は保健体育科の授業の中でも大切
な要素の一つです。団体形の試合を通してトーナメン
トを楽しみながら集団行動を身につけましょう。

審判の方法ローテーション　例２ ローテーション　例１

①形を見る

赤チームと青チームの発表を見る。

④旗を降ろす

主審は赤と青の旗数をしっかり確認し、
再び短い「ピッ」で合図。全員が旗を
降ろす。

②判定

赤チーム、青チームともに形が終わっ
たら、旗を開いて手に持つ。主審が「判
定！」と言う。

⑤主審「○○の勝ち」

多数決で勝敗が決まる。主審は、勝っ
たチームの旗を挙げ「赤（青）の勝ち！」
と大きな声で言う。

③判定

主審がブザーか笛で「ピー…、ピッ！」
と合図する。最後の短い音に合わせて、
審判全員が良いと思ったチームに旗を
挙げる。

　⑥元に戻る

旗を降ろし、元の体勢に戻る。

×

副審

副審 副審

副審

次のグループ

副審 副審×

主審副審

副審 副審

副審

次のグループ

（先生）

形を見て
いる時

判定を
する時

試合前

試合後

試合前

試合後

判定！

ピー…
ピッ！

ピッ！

赤の
勝ち！

×

主審副審

副審

副審 副審

副審

副審

（先生）

試合をするグループ

×

副審

副審 副審

副審

試合をするグループ

係

係

主審

主審



今
回
は
、
海
上
自
衛
隊
の
三
宅
由
佳

莉
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。
三
宅
さ

ん
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
へ
の
願

い
を
こ
め
た
曲
「
祈
り
〜
ａ 

ｐ
ｒ
ａ

ｙ
ｅ
ｒ
」
を
２
０
１
３
年
に
発
表
し
、

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
「
海

上
自
衛
隊
の
歌
姫
」
と
し
て
、
広
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
空
手
道
と
の
出
会
い

　

空
手
道
と
出
会
っ
た
の
は
、
大
学

生
時
代
で
す
。

　

中
学
時
代
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
、
高
校
時
代
は
ダ
ン
ス
部
で
、
大

学
で
は
音
楽
系
サ
ー
ク
ル
や
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
も
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、

部
活
動
の
練
習
を
見
学
し
た
と
き

に
、
一
番
惹
き
付
け
ら
れ
た
の
が
空

手
道
部
で
し
た
。
特
に
、
女
性
が
形

を
演
武
し
て
い
る
姿
を
見
た
と
き
に

「
か
っ
こ
い
い
、
や
っ
て
み
た
い
」
と

強
く
思
い
、
入
部
し
ま
し
た
。

　

入
部
後
は
、
人
に
恵
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
ま
ず
は
部
活
に
行
く
こ
と

自
体
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
が
所
属
し
て
い
る
全
日
本
空

手
道
剛
柔
会
・
山
口
剛
史
最
高
師
範

に
直
接
指
導
を
し
て
い
た
だ
け
た
こ

と
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
初
め
て

習
っ
た
時
、
こ
ん
な
技
術
が
あ
る
の

か
と
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

人
と
し
て
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

　

空
手
道
を
通
じ
て
、
知
ら
な
か
っ

た
自
分
に
も
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

初
め
て
出
場
し
た
試
合
で
は
、あ
っ

と
い
う
間
に
負
け
て
し
ま
っ
て
…
…
。

そ
の
時
、
と
て
も
悔
し
く
て
、「
絶
対

強
く
な
ろ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。
空

手
道
を
や
る
ま
で
個
人
競
技
を
や
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
が

負
け
ず
嫌
い
だ
と
い
う
こ
と
に
こ
の

時
初
め
て
気
付
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
４
年
生
の
と
き
に
は
、

幹
部
を
務
め
ま
し
た
。
男
性
部
員
も

い
る
中
で
、
女
性
の
私
た
ち
が
ど
ん

な
内
容
で
ど
う
教
え
て
行
け
ば
よ
い

か
と
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
練
習
を

造
り
上
げ
た
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な

経
験
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
難
し
か
っ

た
で
す
が
、
一
番
楽
し
か
っ
た
時
代

で
す
ね
。

●
歌
に
活
き
る
空
手
道

　

自
衛
隊
と
い
う
世
界
に
飛
び
込
も

う
と
思
え
た
の
は
、
空
手
道
の
お
か

げ
で
す
。

　

志
願
す
る
と
報
告
し
た
と
き
、
音

楽
関
係
の
友
人
に
は
と
て
も
驚
か
れ

ま
し
た
が
、
部
活
仲
間
は
「
由
佳
莉

ら
し
い
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
自
衛
隊
員
と
し
て
歌
う

こ
と
は
、
私
の
歌
の
価
値
観
を
大
き

く
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
隊
前
は
「
自
分
が
歌
が
好
き
だ

か
ら
歌
う
」
と
い
う
自
分
本
位
の
歌

で
し
た
が
、
今
は
「
人
の
た
め
」
に

歌
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

聞
い
て
く
れ
た
人
が
、「
ま
た
明
日

か
ら
が
ん
ば
ろ
う
」と
思
う
の
か
、「
歌

を
聴
い
て
涙
を
流
せ
て
よ
か
っ
た
」

と
思
う
の
か
…
…
。
歌
を
ど
う
聴
い

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

歌
手
と
し
て
舞
台
の
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
る
と
き
に
は
特
に
、
空
手
道
経

験
が
役
立
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

舞
台
上
で
、
そ
れ
ま
で
の
練
習
の

成
果
を
出
し
切
る
た
め
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
や
集
中
力
の
高
め
方
は
、
空

手
道
の
試
合
で
コ
ー
ト
に
立
つ
と
き

と
、
と
て
も
似
て
い
る
ん
で
す
。
特

に
国
歌
を
歌
う
と
き
は
、
目
に
力
を

入
れ
る
な
ど
、
試
合
に
臨
む
姿
勢
が

活
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
　●

「
諦
め
」
の
選
択
肢
が
な
く
な
る

　

自
分
の
好
き
な
こ
と
の
他
に
、
夢

中
に
な
れ
る
こ
と
や
、
真
剣
に
取
り

組
め
る
こ
と
が
あ
る
と
、「
諦
め
る
」

と
い
う
選
択
肢
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、歌
で
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
と
き
も
、「
空
手
道
で
も
始
め
は

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
練

習
を
重
ね
た
ら
、
次
に
は
勝
つ
こ
と

が
で
き
た
」
と
い
う
経
験
を
思
い
出

せ
ば
、「
歌
も
が
ん
ば
れ
ば
、
も
っ
と

う
ま
く
な
れ
る
」
と
思
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

つ
ま
ず
い
た
こ
と
を
乗
り
越
え
た

経
験
は
、
自
信
に
つ
な
が
り
、
他
の

こ
と
で
も
「
で
き
る
ぞ
」
と
思
い
直

せ
る
力
に
な
り
ま
す
。

　

中
学
生
の
み
な
さ
ま
に
も
、
限
ら

れ
た
授
業
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、

空
手
道
を
通
じ
て
そ
う
い
っ
た
経
験

を
増
や
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

歌
っ
て
い
る
と
き
の
凛
と
し
た
表
情
と

異
な
り
、
と
て
も
明
る
く
気
さ
く
な
三

宅
さ
ん
。「
気
持
ち
の
切
り
替
え
に
空
手

道
が
活
き
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
を
普

段
の
よ
う
す
か
ら
も
感
じ
ま
し
た
。
現

在
は
な
か
な
か
空
手
の
練
習
が
で
き
な

い
そ
う
で
す
が
、「
辞
め
る
気
は
ま
っ
た

く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
初
心
に
か
え
っ

て
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
お
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

――Profile
1986 年 12 月 14 日　岡山県生まれ
岡山県立岡山城東高等学校普通科音楽
系から、日本大学芸術学部音楽学科声
楽コースに入学
2009 年　海上自衛隊東京音楽隊入隊

――Personal Karate History
2005 年　日本大学藝術學部剛柔流空
手道部入部
４年次には同部副主将を務めた

海上自衛隊東京音楽隊

３等海曹　三宅 由佳莉氏

「試合に臨むように、舞台に立つ」
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全空連では 2014 年 12 月に安倍総理を訪問、空手道推進議員連盟の菅義偉会長（官房長官）より
要望書と約 70 万人の署名の目録を提出しました。世界空手道選手権大会で繰り広げられる白熱の試合。

空手道は国際的にたいへん人気のあるスポーツです。

空手道、目指せオリンピック！
Hot News

世
界
的
人
気
の
空
手
道

　

空
手
道
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
な
る

可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
、

舞
台
は
「
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
」
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
空
手
道
は
、
２
０
０
５
年
、

２
０
０
９
年
、
２
０
１
３
年
の
３
回
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
立
候
補
し
ま
し
た

が
、
あ
と
一
歩
で
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｉ

Ｏ
Ｃ
）
の
ト
ー
マ
ス
・
バ
ッ
ハ
会
長
が
新

た
な
方
針
を
打
ち
出
し
、
２
０
２
０
年
の

東
京
大
会
で
は
、
開
催
地
が
追
加
種
目
を

提
案
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
日

本
発
祥
の
空
手
道
は
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
や
ス
カ
ッ
シ
ュ
と
と
も
に
立
候
補
し
、

有
力
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

空
手
道
は
世
界
１
８
９
ヶ
国
に
競
技
連

盟
が
あ
り
、
競
技
者
は
６
０
０
０
万
人
、

愛
好
者
は
１
億
人
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
人
気

が
あ
り
ま
す
。
年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
宗

教
を
問
わ
ず
親
し
ま
れ
て
、
２
年
に
一

度
の
「
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
」
は

１
９
７
０
年
に
初
開
催
さ
れ
、
昨
年
22
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。
世
界
空
手
連
盟
（
Ｗ

Ｋ
Ｆ
）
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
に
の
っ
と

り
、
公
平
で
明
確
な
ル
ー
ル
の
整
備
や
、

ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ
ン
グ
、
国
際
的
ス
ポ
ー

ツ
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
運
営
や
メ
デ
ィ
ア

対
応
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
た
活
動

　

２
０
１
４
年
７
月
に
は
Ｗ
Ｋ
Ｆ
の
ア
ン

ト
ニ
オ
・
エ
ス
ピ
ノ
ス
会
長
と
、
全
日
本

空
手
道
連
盟
の
笹
川
堯
会
長
が
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の

バ
ッ
ハ
会
長
を
直
接
訪
れ
ま
し
た
。
同
年

12
月
か
ら
２
０
１
５
年
１
月
に
か
け
て

は
、
安
倍
晋
三
首
相
、
文
部
科
学
省
、
舛

添
要
一
都
知
事
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
、
日
本
武
道
館
等
を

訪
問
し
、
い
ず
れ
の
面
談
で
も
非
常
に
前

向
き
な
反
応
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
国
内
の
選
考
委
員
会
が
追
加
種

目
を
提
案
し
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
今
年
７
月
頃
に

最
終
決
定
を
出
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

夢
の
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き
全
力
を
挙

げ
て
い
き
ま
す
。
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

●空手道とオリンピック●
1964年

1969年
1970年

1985年
1993年

1994年

1999年
2005年

2009年

2013年

2014年

全日本空手道連盟設立
（JKF）
JKF、財団法人認可
世界空手道連合設立

（WUKO）
第１回世界大会開催
WUKO、IOC 認可
WUKO が改称し、
世界空手連盟（WKF）に
アジアオリンピックに
空手道が初参加
WKF、IOC 認可
オリンピックに立候補
最終候補２種目に残る
も、新種目は選ばれず
オリンピックへ２度目
の挑戦。新たに２種目
が採用されたが空手道
は第３位で涙を呑む
オリンピックへ３度目
の挑戦、惜敗
東京が 2020 年五輪
開催地に決定
2020 年「開催地枠」
の設置が決まる
空手道に再び希望が！
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フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
た
め
に

　

９
月
６
日
（
土
）
～
７
日
（
日
）、
日
本
武

道
館
会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
中
学

校
武
道
授
業
（
空
手
道
）
指
導
法
研
究
事
業

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
研
究
者
は

別
掲
の
と
お
り
。

　

こ
れ
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
２
日
間
の

研
究
事
業
で
、
よ
り
効
果
的
な
指
導
法
を
確

立
す
る
た
め
、
情
報
交
換
を
し
た
り
、
研
究

協
議
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
決

定
し
た
こ
と
が
次
年
度
以
降
の
中
学
校
武
道

授
業
関
連
の
各
種
講
習
会
に
活
か
さ
れ
、
各

地
の
指
導
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

初
め
て
実
践
報
告
を
行
な
う

　

今
回
の
研
究
事
業
で
は
、
特
筆
す
べ
き
こ

と
が
２
つ
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
実
際
に

中
学
校
で
空
手
道
の
授
業
を
受
け
持
っ
て
い

る
教
員
・
外
部
指
導
者
６
名
を
招
き
、
実
践

報
告
と
意
見
公
開
を
し
た
こ
と
で
す
。

　

髙
橋
優
子
先
生
は
、
空
手
道
の
元
日
本
代

表
選
手
で
、
都
内
で
道
場
を
開
い
て
い
る
専

門
の
指
導
者
。
中
学
校
の
授
業
で
指
導
し
て

み
て
、「
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
」
な
ど
、

武
道
特
有
の
言
葉
や
概
念
に
中
学
生
た
ち
が

興
味
を
示
し
て
く
れ
た
こ
と
が
印
象
的
だ
っ

た
と
言
い
ま
す
。

中
学
校
武
道
必
修
化
ス
タ
ー
ト
か
ら
丸
３
年
。
空
手
道
の
実
施
校
は
当

初
よ
り
６
割
も
増
え
ま
し
た
。
将
来
さ
ら
に
充
実
し
た
授
業
を
実
施
す

る
た
め
、
昨
年
９
月
、
必
修
化
前
か
ら
当
事
業
に
携
わ
っ
て
い
る
関
係

者
が
集
ま
り
、
協
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
現
場
で
指
導
す
る
先
生
方

６
名
の
「
生
の
声
」
が
聞
け
た
こ
と
も
収
穫
で
し
た
。

『指導の手引』改訂も決定

指導者の「生の声」届く

ニ
ュ
ー
ス
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ

「
平
成
26
年
度 

中
学
校
武
道
授
業
（
空
手
道
）
指
導
法
研
究
授
業
」

平成26年度　中学校武道授業（空手道）指導法研究事業

日時／ 2014 年 9月6日〜 7日　会場／日本武道館
主催／（公財）日本武道館・ （公財）全日本空手道連盟

〈報告者〉

①髙橋　優子　東京都練馬区立開進第三中学校
　　　　　　　外部指導者
②喜納真由美　私立普連土学園中学校・高校
　　　　　　　非常勤講師
③大久保泰明　茨城県取手市立取手第二中学校
　　　　　　　保健体育科教諭
④喜多　由美　神奈川学園中学校・高校
　　　　　　　保健体育科教諭
⑤石川美奈子　神奈川学園中学校・高校
　　　　　　　非常勤講師
⑥山田　久吉　福島県浪江町立浪江中学校
　　　　　　　保健体育科教諭

〈研究者〉
有竹　隆佐　（公財）全日本空手道連盟　専務理事
日下　修次　（公財）全日本空手道連盟　事務局長
岩城　公二　全国中学校空手道連盟　理事長
　　　　　　富山県教育委員会
小山　正辰　森ノ宮医療大学　特任教授
　　　　　　大阪大学　兼任講師
中村　武志　全国中学校空手道連盟　事務局長
　　　　　　群馬県太田市立南中学校
松田　　健　沖縄県中体連空手道副専門部長
　　　　　　沖縄県西原町立西原東中学校
野中　史子　全国中学校空手道連盟　事務局次長
　　　　　　高知県高知市立一宮中学校
井下　佳織　帝京平成大学　講師

被災直後の浪江町の写真を見せながら経緯を説明す
る山田久吉先生。空手道教育をどう発展させるか？熱弁が飛び交いました。

「フムフム、なるほど」。参考になる実践報告ばかりでした。 髙橋優子先生。喜納真由美先生。

大久保泰明先生は授業で「自己
管理能力」をテーマにしたこと
を報告。

石川美奈子先生（左）、喜多由美先生。

　

お
な
じ
く
空
手
道
経
験
者
で
あ
る
喜
納
真

由
美
先
生
は
、
私
立
女
子
中
学
校
で
の
授
業

に
携
わ
り
ま
し
た
。
安
全
性
と
、
保
健
体
育

科
の
先
生
と
の
連
携
に
重
点
を
置
き
、
二
人

三
脚
で
授
業
を
作
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
ゆ
み
」
第
８
・
９
号
で
取
材
を
し
た
取

手
第
二
中
学
校
（
茨
城
県
）
の
大
久
保
泰
明

先
生
は
、
授
業
で
使
用
し
た
教
材
や
、
生
徒

へ
の
言
葉
が
け
の
例
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

私
立
女
子
中
学
校
で
あ
る
神
奈
川
学
園
の

喜
多
由
美
先
生
、
石
川
美
奈
子
先
生
は
空
手

道
未
経
験
だ
っ
た
先
生
で
す
。
全
日
本
空
手

道
連
盟
の「
全
国
指
導
者
研
修
会
」に
参
加
し
、

授
業
に
臨
ん
だ
経
緯
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
誌
３
ペ
ー
ジ
か
ら
特
集
し
た

浪
江
中
学
校（
福
島
県
）の
山
田
久
吉
先
生
は
、

東
日
本
大
震
災
直
後
の
浪
江
町
の
よ
う
す
を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
写
し
て
状
況
を
説
明
し

な
が
ら
、
な
ぜ
空
手
道
を
採
用
し
、
授
業
実

施
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
た
か
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
報
告
を
聞
き
、

空
手
道
が
現
場
の
実
態
に
応
じ
て
応
用
可
能

で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
ほ
か
、「（
授
業

で
配
布
す
る
た
め
）
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
対
応
の

資
料
が
欲
し
い
」「
評
価
の
つ
け
方
が
難
し

か
っ
た
」「
審
判
方
法
も
教
材
に
盛
り
込
ん
で

欲
し
い
」「『
手
引
』
に
ゲ
ー
ム
形
式
の
要
素

が
あ
っ
た
ら
良
い
」「
機
関
誌
『
あ
ゆ
み
』
が

役
に
立
っ
た
」
な
ど
、
貴
重
な
意
見
が
数
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

『
手
引
』
改
訂
へ　

具
体
的
な
話
し
合
い

　

次
に
、『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
改
訂
に
向

け
て
具
体
的
な
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

　

現
行
の
『
手
引
』
を
入
念
に
読
み
込
み
、

初
版
発
行
か
ら
５
年
間
、
実
際
の
授
業
を
行

な
っ
て
み
た
手
ご
た
え
や
、
各
地
の
先
生
方

の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
、
加
筆
修
正
に

つ
い
て
の
確
認
作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。
お

も
に
、
基
本
形
を
従
来
の
１
つ
か
ら
３
つ
に

増
や
す
、
約
束
組
手
を
盛
り
込
む
と
い
う
２

点
を
中
心
に
、
全
体
を
見
直
し
ま
し
た
。

ま
と
め

　

最
後
に
、
２
日
間
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
研

究
者
一
同
が
今
後
の
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

①
毎
年
８
月
の
全
国
空
手
道
指
導
者
研
修
会

を
継
続
し
て
い
く
こ
と

②
「
21
世
紀
型
能
力
」
を
伸
ば
せ
る
教
材
と

し
て
、
空
手
道
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を

見
つ
け
る
こ
と

③
空
手
道
の
教
育
効
果
に
つ
い
て
エ
ビ
デ
ン

ス
収
集
、
研
究
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と

④
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
必
要
性

⑤
『
あ
ゆ
み
』
の
誌
面
づ
く
り
に
さ
ら
な
る

工
夫
を
す
る
こ
と

　

本
年
度
を
も
っ
て
、
中
学
校
武
道
必
修
化

ス
タ
ー
ト
か
ら
丸
３
年
に
な
り
ま
す
。
空
手

道
の
実
施
校
は
、
当
初
の
124
校
か
ら
202
校
に

ま
で
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
関
係
者
の
た
ゆ

ま
ぬ
普
及
活
動
の
成
果
だ
と
当
連
盟
で
は
自

負
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
安
全
で
楽
し
く
、
低
コ
ス

ト
で
実
施
で
き
、
武
道
な
ら
で
は
の
教
育
的

効
果
を
上
げ
ら
れ
る
空
手
道
を
一
校
で
も
多

く
の
中
学
校
に
採
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

→→
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団体形授業の効用について
―　21世紀型能力 (基礎力、思考力、実践力 )を育む学習内容を求めて　―

『空手道指導の手引』作成委員

小山正辰（森ノ宮医療大学）

■
は
じ
め
に

　

平
成
22
年
に
『
空
手
道
指
導
の
手
引
』
が

発
行
さ
れ
、
す
で
に
６
年
を
経
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

24
年
に
は
必
修
化
が
ス
タ
ー
ト
し
、
27
年

の
今
、
空
手
道
を
採
用
す
る
学
校
は
当
初
の

124
校
か
ら
202
校
ま
で
増
え
た
。

　
『
手
引
』
作
成
に
携
わ
り
、
５
回
の
全
国

研
修
を
経
た
私
達
作
成
委
員
は
、
団
体
形
と

い
う
教
材
が
、
我
々
の
予
想
以
上
に
「
教
育

的
効
果
」
を
発
揮
す
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
て

い
る
。

　

昨
夏
の
全
国
研
修
で
は
、
岩
城
公
二
委
員

長
が
Ｋ
Ｊ
法
（
※
）
を
用
い
た
研
修
を
行
い
、

受
講
者
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
「
団
体
形
の
教

育
力
」
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
『
手
引
』
の
改
訂
版
作
成
も
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
の
機
会
に
、
団
体
形
授
業
の
効
用
に

つ
い
て
ま
と
め
、
採
用
し
て
い
た
だ
け
る
際

の
参
考
に
供
し
た
い
。

■
「
手
引
」
第
１
刷
時
の
考
え
方
と

　

  

そ
の
発
展

　
「
手
引
」
の
中
で
は
、
表
１
の
よ
う
に
授

業
を
構
成
し
て
お
り
、
団
体
形
の
競
技
会
を

最
後
に
持
っ
て
き
て
一
つ
の
く
く
り
が
形
成

さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
。

　

し
か
し
、
形
の
指
導
で
、
互
い
が
教
え
合

い
学
び
合
う
グ
ル
ー
プ
練
習
法
を
早
期
か
ら

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
個
々
人
の
形
の

習
得
速
度
は
早
ま
り
、
生
徒
間
の
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
機
会
も
増
え
る
。

　

そ
こ
に
「
団
体
形
（
競
技
）」
と
い
う
形

式
を
取
り
入
れ
る
と
、
生
徒
た
ち
の
授
業
参

加
意
欲
が
大
い
に
増
し
、
競
技
会
で
審
判
・

運
営
を
体
験
す
る
と
、
学
習
効
果
が
さ
ら
に

増
大
す
る
こ
と
を
実
感
し
た
の
で
あ
る
。

　

５
年
間
の
研
修
で
は
な
に
よ
り
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
空
手
道
未
体
験
の
先
生
方
が
、

団
体
形
発
表
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
、
他
チ
ー
ム
か
ら
学
び
、
自
チ
ー
ム
発

表
を
工
夫
さ
れ
る
姿
が
毎
年
見
ら
れ
た
。
し

か
も
そ
こ
に
「
空
手
道
習
得
の
楽
し
さ
」
を

見
出
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

改
訂
版
の
表
現
が
ど
う
な
る
か
未
定
だ

が
、
基
本
→
個
人
形
・
団
体
形
→
約
束
組
手

と
い
う
順
序
が
指
導
の
ス
ム
ー
ズ
さ
と
空
手

道
習
得
の
順
序
と
し
て
「
教
育
的
効
果
」
を

発
揮
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
。
中
学
校

現
場
で
は
実
際
に
は
８
～
10
時
間
し
か
取
れ

な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
ん
な
時
、

必
修
時
に
団
体
（
グ
ル
ー
プ
）
で
形
を
発
表

す
る
、
と
い
う
方
法
が
効
果
的
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
約
束
組
手
を
先
に
指
導
す
る
、

と
い
う
方
法
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

各
学
校
の
時
数
に
合
わ
せ
て
よ
り
効
果
的
な

方
法
を
採
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
が
、

団
体
形
の
競
技
会
（
形
式
）
を
採
用
す
る
こ

と
が
、
授
業
の
活
性
化
を
促
す
と
い
う
こ
と

を
お
知
り
お
き
願
い
た
い
の
で
あ
る
。

■
基
礎
力
の
養
成
か
ら

　

思
考
力
、
実
践
力
の
育
成
へ

　

空
手
道
の
本
質
は
身
を
護
る
こ
と
で
あ

る
。
自
分
（
の
生
命
や
心
身
）
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
、
相
手
（
の
生
命
や
心
身
）
を
尊

重
し
、
社
会
（
全
体
）
の
安
寧
を
図
る
こ
と

に
通
じ
る
武
道
の
一
種
目
で
あ
る
。

　
「
空
手
に
先
手
な
し
」
と
い
う
思
想
を
体

現
す
る
最
初
が
、正
中
線
上
を
守
る
「
受
け
」

の
基
本
動
作
で
あ
る
。
基
本
形
Ⅰ
及
び
改
訂

版
で
追
加
予
定
の
Ⅱ
、
Ⅲ
も
「
受
け
」
の
動

作
か
ら
始
ま
る
。

　

空
手
道
の
基
本
思
想
を
知
り
、
基
本
技
術

を
学
ぶ
こ
と
で
互
い
を
尊
重
す
る
と
い
う
精

神
が
実
感
で
き
る
。

　

世
に
不
条
理
（
他
者
を
害
そ
う
と
す
る
行

為
）
は
残
念
な
が
ら
存
在
す
る
。
相
手
が
我

を
害
そ
う
と
す
る
行
為
を
「
な
し
」
と
し
て

は
「
武
術
・
武
道
」
は
存
在
せ
ず
、
相
手
の

攻
撃
技
を
知
ら
ず
し
て
武
術
・
武
道
は
成
り

立
た
な
い
。
そ
の
た
め
に
「
突
き
」「
蹴
り
」

の
攻
撃
技
も
基
本
技
術
と
し
て
学
ば
せ
る
。

　

中
学
校
の
授
業
で
は
、
２
種
の
立
ち
方
、

２
種
の
受
け
方
、
１
種
の
突
き
方
と
い
う
最

少
の
基
本
技
術
習
得
で
、
個
人
形
、
団
体
形
、

約
束
組
手
ま
で
学
び
、
行
え
る
。
そ
れ
が
ま

た
本
『
手
引
』
の
長
所
と
も
な
っ
て
い
る
。

基
本
と
形
を
学
び
、
団
体
形
を
練
習
・
演
武
・

競
技
す
る
過
程
で
21
世
紀
型
能
力
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
、
以
下
の
様
な
力
を
身
に
つ

け
る
機
会
と
な
る
。

●
基
本
術
技
の
習
得

　

→
基
礎
力
・
思
考
力
・
実
践
力

●
左
に
右
に
、
前
に
後
ろ
に
動
き
な
が
ら
覚

え
た
技
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
に
ま
と
め
る

　

→
基
礎
力
・
思
考
力

●
覚
え
る
の
が
早
い
人
、
ゆ
っ
く
り
の
人
、

互
い
に
協
力
し
な
が
ら
覚
え
、
演
じ
る

　

→
思
考
力
・
実
践
力

●
チ
ー
ム
と
し
て
、
団
体
形
と
し
て
一
緒
に

演
武
す
る

　

→
実
践
力

●
同
じ
形
を
や
っ
て
も
、
人
や
チ
ー
ム
に

よ
っ
て
皆
違
う
、
と
い
う
こ
と
を
知
る

　

→
思
考
力

●
空
手
道
の
演
武
に
必
要
な
事
を
考
え
、
話

し
合
っ
て
み
る

　

→
思
考
力

●
他
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
「
学
ぶ
」

　

→
思
考
力

●
動
作
を
合
わ
せ
る
為
に
必
要
な
事
が
何

か
、
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
い
い
所
、

不
足
し
て
い
る
所
を
感
じ
る
、
考
え
る

　

→
思
考
力

●
入
退
場
の
練
習
も
や
っ
て
み
る

　

→
実
践
力

●
結
構
難
し
い
入
退
場
（
隊
形
、
気
・
歩
測

を
あ
わ
せ
る
、
回
れ
右
）

　

→
基
礎
力
・
思
考
力
・
実
践
力

●
競
技
会
を
運
営
し
出
場
す
る

　

→
基
礎
力
・
思
考
力
・
実
践
力

●
試
合
に
出
る
人(

チ
ー
ム)

・
準
備
す
る

人(

チ
ー
ム)

　

→
基
礎
力
・
思
考
力
・
実
践
力

●
審
判
も
や
っ
て
み
る

　

→
基
礎
力
・
思
考
力
・
実
践
力

■
競
技
会
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

空
手
道
を
中
学
校
の
授
業
で
行
え
ば
、
学

習
指
導
要
領
「
体
育
分
野
」
の
目
標
を
す
べ

て
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
習
得
の
過
程

で
武
道
の
本
質
を
理
解
し
な
が
ら
、「
運
動

の
楽
し
さ
、喜
び
を
味
わ
い
、（
左
右
均
等
な
）

体
力
を
高
め
、（
礼
法
・
基
本
運
動
を
通
じ

て
）
心
身
の
調
和
的
発
達
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
。（
カ
ッ
コ
は
小
山
が
付
記
）

　

加
え
て
団
体
形
演
武
や
競
技
会
で
は
、「
競

争
や
共
同
の
経
験
を
通
じ
て
、
公
正
に
取
り

組
む
、
互
い
に
協
力
す
る
、
自
己
の
役
割
を

果
た
す
な
ど
の
意
欲
を
育
て
る
」「
安
全
に

留
意
し
、
自
己
の
最
善
を
尽
く
し
て
運
動
を

す
る
」
と
い
う
体
育
分
野
の
目
標
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

競
技
会
を
行
い
、
生
徒
に
審
判
や
役
員
を

体
験
さ
せ
れ
ば
、
判
定
の
旗
を
揚
げ
る
生
徒

は
、「
競
う
楽
し
さ
、
判
定
す
る
難
し
さ
、

そ
れ
で
も
審
判
生
徒
に
共
通
す
る
美
的
感
覚

が
あ
る
」と
い
う
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。

空
手
道
の
団
体
形
が
、
体
育
の
目
的
に
合
致

し
た
素
晴
ら
し
い
教
材
で
あ
る
こ
と
に
我
々

は
気
づ
い
た
。

　

団
体
形
は
、
次
期
の
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
生
徒
に
身
に
付
け

さ
せ
た
い
能
力
の
、
ほ
ぼ
す
べ
て
を
か
な
え

る
格
好
の
「
教
材
」
な
の
で
あ
る
。

　

約
束
組
手
の
競
技
会
も
昨
年
の
全
国
研
修

で
実
施
済
み
で
あ
る
。こ
れ
も
、準
備
を
し
っ

か
り
行
え
ば
素
晴
ら
し
い
「
教
材
」
と
な
る
。

こ
の
誌
上
を
お
借
り
し
て
、
発
表
す
る
機
会

を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

※
Ｋ
Ｊ
法
…
…
文
化
人
類
学
者
川
喜
田
二
郎
氏

が
開
発
し
た
、
カ
ー
ド
等
を
活
用
し
て
ア
イ
デ

ア
や
意
見
を
集
約
、
統
合
し
、
グ
ル
ー
プ
の
課

題
や
意
見
を
ま
と
め
て
い
く
手
法
。

 「手引」 第１刷時の考え方

必修時 12Ｈの学習内容
　例①基本６Ｈ→個人形６Ｈ
　例②基本６Ｈ→約束組手６H

選択時 12Ｈの学習内容
　例①個人形６Ｈ→約束組手６Ｈ
　例②約束組手６H→個人形６H
　例③選択後半に団体形６H

（Ｈ＝時間）

表１

▲団体形の競技会では「審判員」も
経験することができる。

▶ KJ 法によるブレイン
ストーミングのようす。





全国２０２校の中学校で

都道府県 中学校名 数

北海道
北広島市立広葉／北広島市立西の里／北広島市立陽香分校／北広島市立西部／北広島市立東部／北広島市立緑陽／北広島
市立大曲／上川町立上川

8

岩手県 私立盛岡白百合学園／北上市立北上 2
宮城県 石巻市立門脇／仙台市立中田／仙台市立大沢／仙台市立愛宕／仙台市立郡山／仙台市立桜ヶ丘／仙台市立西山 7
福島県 いわき市立石住／浪江町立浪江／石川町立沢田 ３
茨城県 取手市立第二 １
千葉県 私立麗澤 １
群馬県 太田市立西 １
埼玉県 川口市立岸川 1

東京都
私立八雲学園／私立普連土学園／私立東星学園／私立和洋九段女子／練馬区立開進第三／練馬区立光が丘／私立世田谷学
園／私立品川女学院

8

神奈川県
私立神奈川学園／私立清泉女学院／私立捜真女学院／私立Ｆ女学院／私立聖ステパノ学園／横浜富士見丘学園／函嶺白百
合学園／私立相洋

８

新潟県 上越市立三和 1
長野県 どんぐり向方学園／阿南町立阿南第一 2
富山県 私立片山学園 1
静岡県 私立浜松開誠館 1
京都府 私立華頂女子／私立花園学園 ２
大阪府 私立浪速／私立関西創価 2
兵庫県 私立夙川学院／私立愛徳学園 2

和歌山県 太地町立太地／紀美野町立長谷毛原 2
岡山県 真庭市立蒜山 1
広島県 私立如水館 1
山口県 光市立光井 1
徳島県 上勝町立上勝／東みよし町立三加茂 2
福岡県 私立福岡女学院／那珂川町立那珂川北／福岡市立西福岡／福岡市立香椎第二 4
長崎県 佐々町立佐々 1
熊本県 芦北町立佐敷／芦北町立湯浦／芦北町立大野／芦北町立田浦／私立マリスト学園／私立ルーテル学院／私立文徳 7
大分県 豊後高田市立高田 1
宮崎県 私立宮崎第一／私立日向学院 2

鹿児島県 鹿児島市立坂元／私立鹿児島第一 2

沖縄県

（国頭地区）国頭村立国頭／大宜味村立大宜味／東村立東／東村立有銘／今帰仁村立今帰仁／本部町立上本部／本部町
立本部／本部町立水納／名護市立屋我地／名護市立羽地／名護市立久志／名護市立久辺／名護市立東江／名護市立大
宮／宜野座村立宜野座／金武町立金武／伊江村立伊江／伊平屋村立伊平屋／伊平屋村立野甫

（中頭地区）恩納村立安富祖／恩納村立喜瀬武原／恩納村立恩納／恩納村立仲泊／恩納村立山田／うるま市立石川／う
るま市立伊波／うるま市立与勝／うるま市立与勝第二／うるま市立あげな／うるま市立具志川／うるま市立高江洲／う
るま市立具志川東／うるま市立彩橋／読谷村立読谷／読谷村立古堅／嘉手納町立嘉手納／沖縄市立越来／沖縄市立コ
ザ／沖縄市立山内／沖縄市立美里／沖縄市立美東／沖縄市立安慶田／沖縄市立宮里／北谷町立北谷／北谷町立桑江／
宜野湾市立普天間／宜野湾市立嘉数／宜野湾市立真志喜／宜野湾市立宜野湾／北中城村立北中城／中城村立中城／西
原町立西原／西原町立西原東

（那覇地区）浦添市立浦添／浦添市立神森／浦添市立港川／浦添市立浦西／那覇市立安岡／那覇市立首里／那覇市立真
和志／那覇市立石田／那覇市立那覇／那覇市立上山／那覇市立神原／那覇市立寄宮／那覇市立古蔵／那覇市立小禄／
那覇市立松島／那覇市立城北／那覇市立鏡原／那覇市立松城／那覇市立仲井真／那覇市立金城／那覇市立石嶺／南大
東村立南大東／北大東村立北大東／私立沖縄尚学

（島尻地区）豊見城市立豊見城／豊見城市立長嶺／豊見城市立伊良波／糸満市立兼城／糸満市立糸満／糸満市立高嶺／
糸満市立三和／糸満市立西崎／糸満市立潮平／八重瀬町立東風平／八重瀬町立具志頭／南城市立玉城／南城市立知念
／南城市立久高／南城市立佐敷／南城市立大里／与那原町立与那原／南風原町立南風原／南風原町立南星／渡嘉敷村
立渡嘉敷／座間味村立阿嘉／座間味村立慶留間／粟国村立粟国／渡名喜村立渡名喜

（宮古地区）宮古島市立平良／宮古島市立北／宮古島市立久松／宮古島市立西辺／宮古島市立西城／宮古島市立城辺／
宮古島市立福嶺／宮古島市立下地／宮古島市立上野／宮古島市立佐良浜／宮古島市立伊良部／多良間村立多良間

（八重山地区）石垣市立石垣／石垣市立石垣第二／石垣市立川平／石垣市立白保／石垣市立大浜／石垣市立富野／石垣
市立崎枝／竹富町立小浜／竹富町立波照間／竹富町立大原／竹富町立船浦／竹富町立鳩間／与那国町立与那国／与那
国町立久部良

127

平成26年度 空手道授業実施中学校一覧

※沖縄県で平成
25 年度に空手
道を行なった中
学校は 154 校
中127 校

（約 83％）

〈 平 成 26 年
10 月 21 日 全
空連調べ〉

空 手 道 が 選 ば れ て い ま す

計 202

ここに掲載されていない空手道実施校がありましたら、全空連までお知らせください。
（公財）全日本空手道連盟　TEL 03（5534）1951　メール s-kusaka@extra.ocn.ne.jp
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